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S復回展望

J AlSTでは伝統工芸イノベータになるための
教育プログラムとして提供している3つのコー

スを毎年改善してきました。各コースにはそれぞれ

目標がありますが、共通することがあります。それは

受講生一人一人が自分の課題を考え抜か芯ければ怒

らないということです。自分の考えを深く掘り下げ、

他人に論理的に伝えることは芯かなか厄介な作業で

す。そこで、その作業を受講生同士が議論すること

で助け合うことを促しています。教室で議論する仲

間を一人でも多く見つけてほしいのです。

すでに紹介したように、伝愛会はいくつかの展示

会を企画・実施しており、修了生のなかではリーデイ

ング・グループと言えるでしょう。会全体としての活

動もさることながう、個々のメンバー閣の連携も活

発です。海外諸国への販路開拓を目的とした企画を

立案して、地方自治体の補助金を獲得し、果敢に挑

戦している事例もあります。

自ら考えた企画で事業や産地の未来を拓く。

JAISTでは、伝愛会のように受講生同士の産地を超

えた結びつきが修了後も育っていき、地域に新たな

胎動を生むことを期待していますo
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展示昌をしよヨ!

伝 統工芸の売り上げは年々減少するばかり

伝統工芸王国・石川といえども変わりはありま

せん。そんな逆風吹きすさぶなか、積極的に情報発信

をして、伝統工芸の良さをたくさんの人に知ってもらい、

販売につなげていとうと考える集団があります。

|今ここから伝統工芸7人展

伝愛会が最初に開催した展示会は「今ここから・・・伝統

工芸7人展」。平成22年、まだ夏の盛りの8月7目、 8日の

両日に開催しました。場所は金沢の主計町(かすえまち)。

浅野川沿いの町屋が多く残る、雰囲気のある地区です。一軒

の町屋を借りての展示会でした。

このとき出品したメンバーは、引持玉緒さん、砂崎友宏さん、

岡田禎介さん、北野啓太さん、久恒俊治さん、山谷尚敏さん、

大島太郎さん。商品は、輪島塗、九谷焼、加賀友禅、山中

漆器と、伝統工芸とITのコラボ商晶でした。

まだ、酷暑厳しいなかでの展示会でしたが、浅野川の川岸

を散歩する多くの観光客が物珍しげに立ち寄り、気に入った

商品を買い求めていきました。メンバーのみ芯さんは浴衣に

その名も石川の伝統工芸を愛でる会、略して伝愛会

(であいかい)、またの名を伝愛戦隊メデルンジャーと

言います。

平成22年の夏力、ら始まった、彼うの足取りを追って

みましょう。

着替えてのアテンドで、冷茶のサービ‘スなと‘夏の雰囲気たっ

ぷりの展示会となりました。

展示会の DM

l mがスゴイ~ 伝統工芸イノベータ・ネットワークI展 1 
さらに、間髪入れす、に開催したのが、「ココがスゴイ!! 伝

統工芸イノベータ・ネットワークリ展です。

金箔のプリント技術を持つ木戸口智ーさんが加わり、石川

県立伝統産業工芸館の展示室で、平成 22年8月 10日か

69月 28日までの約一ヵ月半にわたって開催しました。伝

統産業工芸館は石川県の伝統工芸を展示・紹介する公設の

施設です。

会期が長いので前半と後半に分け、展示する作晶・商品の

一部を入れ替えました。七尾市の繊維メーカーが開発した天

女の羽衣という新素材に加賀友禅の技法を施した、久恒俊治

さんの作品は、優雅な天女のイメージを伝えて、好評を博し

ました。

伝統産業工芸館のミュージ‘アム・ショップではメンバーの商

E!NI三三l

晶が販売され、会期中に、漆の莱に金箔を貼る体験教室を開

催し、ファンのすそ野拡大に努めました。

天女の羽衣と加賀友禅の融合
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三竺竺りれ刊三平三竺戸井 一一一一一 | 
暑い熱い夏が過ぎると季節は秋。金沢・主計町ときたら、

つぎの目標は東山での開催です。匡布海産物を取D扱ってい

るしら井・金沢屈さんの2階をお借りしての伝統工芸8人展。

「伝統工芸をより身近に」をテーマに、平成 22年 11月

17日か622日まで開催。内容は、①金沢文化に触レル(花

嫁のれん展 INKANAZAWA、②選ベル (THE職人箸

1000膳)、③使工ル(伝統工芸のある日常)、④遊べル(ワー

クショップ「透けてる!うるしの莱J金箔張り体験工房)、⑤繋
ガル(メデルンジャーとツナガルンジ‘ャーファンクラブ‘募集)

と盛りだくさんでした。工芸晶は食べものとの相性がよいで

すから、東山のし5井さんの届舗をお借りできたのは大変心

強いことでした。展示した商品点数はなんと 1500点以上!

展示用の什器も自分たちで作ります。山谷尚敏さんが制作

した塗り箸用什器が大活躍しました。

商品 1500点を超える展示

l蜘 5あなたへ ー(I~.. MrJクリスマスプレゼントーjフェア | 
季節は冬。クリスマス企画も立ち上げます。場所は夏に展

示会を開催した石川県立伝統産業工芸館。今度は1階のミユー

ジアム・ショップでの企画販売です。平成22年12月11日、

12日の 2日間に開催し、クリスマス・プレゼント用の商品

を提案しました。

出Sヨ、讃舗冒吾、連措宮邑

石 川の伝統工芸を愛でる会(伝愛会:で凱1かい)

とは、どのような集団なのでしょうか。

伝愛会は JAISTの石川伝統工芸イノベータ養成ユ

ニット事業(以下、伝統工芸イノベータ事業)で一緒

に学んだメンバーによって結成されましたo伝統工芸イ

ノベータ事業が提供する教育プログラムは3つのコース

で構成されており、 2つ目のコースで商品企画、 3つ目

のコースで商品開発、展示会出展、販路開拓を学びま

す。メンバーは主!こ2期生として学んだ同窓生です。

受講中からすでに産地を越えた仕事の連携、受発注

が始まっていましたが、修了後も受講を契機に始まった

連携を継続できないかということが関心事となりまし
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た。そこで、ますはできるところから始め、展示会を開

催して販売していこうということに芯りました。

伝統工芸の世界で業種の異なるメンバーが集い、連

携することに、どのような意昧があるのでしょうか。ま

すは、多様な意見が物事に対する見方を変え、議論の

質を高める可能性があります。企画を立てるとき、同

じ業界の人間で議論するよりも議論に幅が出ます。展

示会の場合は商品点数が増え、いろいろな見せ方がで

きます。必要な資金やアテンドに必要なマンパワーも

分散できます。そして、何よりも仲間の存在に甘える

のでなく、おEいの経験を学び合い、切確琢磨する場

になるのです。
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